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「セカンドステージ大学」の受講生に人気の立花隆さんによる「自
分史J授業東京都豊島区の立教大学
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ン
ニ
ァ
闊
け
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
は
数
回
程
度
が
一
般
的
で
テ
ー

ム
を
組
ん
だ
、
立
教
大
学
の
「
セ
マ
も
教
縦
的
な
も
の
や
趣
味
的
な

カ
ン
ド
ス
デ
ー
ジ
人
学
」
が
四
月
も
の
が
ほ
と
ん
と
。
同
大
の
セ
カ

篇
校
し
た
。
定
年
後
、
仕
事
で
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
大
学
は
、
高
卒
レ

培
っ
た
キ
ャ
リ
ア
を
さ
ら
に
雙
ベ
ル
の
学
力
の
あ
る
五
十
歳
以
上

贔
羞
の
闊
と
し
て
注
目
さ
れ
を
対
象
と
し
、
超
謡
齢
翡
会
論

て
い
る
。

な
と
の
必
修
科
目
と
、
人
生
を
考

シ
ニ
ア
向
け
の
大
学
公
開
講
座
え
る
自
分
史
な
と
の
選
択
科
目
か

-̀ 

ら
計
最
低
十
八
単

位
を
一
年
間
か
け

て
取
符
す
る
。
全

員
が
ゼ
ミ
に
所
屈

し
、
修
了
報
告
辮

（
雙
）

も
提
出

す
る
本
格
的
な
内

容
だ
。
費
用
は
登

r
 

立教大セカン ドステージ大学開校

人
生
の
第
2
幕
準
備
を

IIK芦
ご

後
、
教
坦
に
立
っ
た
立
花
さ
ん
は

「
朝
の
五
時
ま
で
読
ん
で
い
た
。

面
白
い
と
い
う
以
上
に
歴
爵
に

貴
重
。
興
味
深
か
っ
た
」
な
と
と

録
料
と
受
講
料
の
計
三
十
三
万
全
体
を
評
価
。
そ
の
後
、
受
講
生

円

。

に

そ

れ

ぞ

れ

コ

メ

ン

ト

し

た

が

、

首
都
園
を
中
心
に
百
七
十
人
が
記
念
写
真
を
添
え
て
ア
ル
バ
ム
風

受
験
。
筆
記
試
験
は
な
く
、
エ
ッ
に
仕
立
て
た
年
表
も
あ
っ
て
笑
い

セ
ー
と
面
接
で
九
士
父
の
受
謡
が
漏
れ
る
燭
面
も
。
受
講
生
は
九

生
が
選
抜
さ
れ
た
。
最
高

十

分

問

、

立

花
さ
ん
の
購
義

齢

は

八

十

五

歳

。

巖

者

る

に

讐

入

っ

た

。

が
多
い
が
、
現
役

市

会

議

東

京

都

北

区

の

川

島
京
子

員
や
会
社
役
員
も
い
て
多
二
＜
ハ
さ
ん
（
彦

醤

士

一年
間
勤

｀

触

れ

だ

゜

考

め

た

会

社

を

鼻

し

た

の

を

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
自
機
に
受
講
生
に
。
川
島
さ
ん

分
史
や
健
康
長
寿
な

ど

を

は

「こ
れ
か
ら
先
の
生
き
方

テ
ー
マ
と
す
る
「
エ
イ
ジ
方
を
学
ぺ
る
の
で
参
加
し
た
。

ン
ク
社
会
の
教
堕
、
ボ
↓
さ
修
了
後
も
勉
弥
を
続
け
た

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民
間
非
営
い
」
と
語
っ
た
。
埼
玉
梨
朝

利
団
体

(N
P
o
)
な
と

U
4
1
縮
市
の
会
仕
顧
問
商
橋
雅
治

さ
ん
（
同
）
は
「
会
社
で
担

ヽ

を
学
ぷ
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
デ
ザ
イ
ン
と
ビ
ジ
ネ
当
し
て
き
た
広
報
を
学
問
と

ス
」
、
社
会
老
年
学
入
門
層
し
て
研
究
し
た
い
。
六
贔

望

の

「

セ

カ

ン

ド

ス

テ

ア

は

通

鸞

」

烏

す

。

蓋

ー
ジ
設
計
」
の
3
系
統
。

生
は
み
な
窓
欲
的
だ
。

立
教
大
大
学
院
特
任
教
ー
ー
立
教
大
の
笠
原
泊
志
副
総

授
を
務
め
る
評
論
家
の
立
長
は
「
受
詢
生
に
授
業
以
外

花
降
さ
ん
は
、
選
択
科
目
、
ン
で
も
活
動
し
て
も
ら
い
、
帰

の
一
っ
「
現
代
史
の
中
の
試
意
識
や
仲
間
恋
識
が
で
き

自
分
史
」
を
担
当。

そ
れ
ぞ
れ
の
る
よ
う
配
隠
し
て
い
る
。
今
後
増

人
生
を
振
り
返
り
、
今
後
の
生
き
え
る
シ
ニ
ア
の
居
場
所
を
作
る
た

方
を
考
え
る
の
が
課
題
だ
。
最
終
め
の

―
つ
の
社
会
事
業
」
と
意
義

的
に
受
謡
生
は
手
作
り
の
自
分
史
を
訴
え
る
。
来
年
は
剪
集
人
数
を

を
完
成
さ
せ
る
。
増
や
す
こ
と
に
し
て
い
る
。

自
分
史
年
表
の
提
出
を
受
け
た


